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開会 午後 零時００分 

 

○書記（森田 公君） 本会議に引き続きまして、ご参集大変お疲れさまです。 

  ただいまから議会改革特別委員会を始めさせていただきます。 

  初めに、委員長挨拶、長谷部委員長よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 皆さん、本会議終了後、大変お疲れのところお集りいただきまし

て、誠にありがとうございます。お昼の時間になってしまいましたけれども、一度、お昼休

憩をしていただいた後、再度集まっていただくよりは、このままやってしまったほうがよい

だろうということの判断の中で、ご参集をいただいたところでございます。 

  議会改革特別委員会開会も久しいわけでありますけれども、コロナの関係も大分落ち着い

てきたということで、今後、議会基本条例等もいよいよ活発に動いていきたいということで、

お集りをいただきました。本日は、議長からの提案等もありますので、皆様方の屈託ないご

意見をいただければというふうに思っております。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

○書記（森田 公君） ありがとうございました。 

  続きまして、議長挨拶、赤澤議長よろしくお願いいたします。 

○議長（赤澤 厚君） 大変、本会議ご苦労さまでございました。 

  皆様方のご協力をいただきまして、スムーズに終わることができました。ありがとうござ

いました。 

  本日、特別委員会を開催したところ、内容等に二、三、皆さん方にご審議をしていただき、

これからの甲斐市の議会をまたより一層発展していきたいと思いますので、皆さん方は慎重

審議をしていただきますようよろしくお願い申し上げて、挨拶に代えます。 

  ご苦労様です。 

○書記（森田 公君） ありがとうございました。 

  それでは、議事の進行につきましては長谷部委員長、よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（長谷部 集君） ただいまの出席委員は９名であります。定足数に達しております
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ので、これより議会改革特別委員会を開会いたします。 

  それでは、早速内容に入りたいと思います。 

  内容の（１）子ども議会についてを議題といたします。 

  初めに、議長よりお願いいたします。 

  赤澤議長。 

○議長（赤澤 厚君） 内容１の子ども議会についてということで、皆さん方にご審議をして

いただきたいんですけれども、最近、全国、関東等、議長会がありまして、私も事務局と一

緒に出席をしてまいりました。 

  今、全国的に子供たちに、やっぱり議会というものに関心を持っていただくと、また、当

然それが投票率につながるというような傾向、話が出ておりまして、本県でも、特に本市に

おいては投票率が大変低いということで、特に若い人たちの投票率が低いということもあり

ますので、やっぱり早いうちから子供たちにこの議会というものを理解してもらう、政治と

いうものに関心を持ってもらうという上において、こういったものが必要じゃないかという

ことで、提案をさせていただきましたので、ぜひご審議のほどよろしくお願いしたいと思い

ます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 次に、事務局より説明をお願いします。 

  森田係長。 

○書記（森田 公君） それでは、子ども議会につきまして説明させていただきます。 

  お手元の資料、別冊で令和５年度甲斐市子ども議会実施要領（案）がございますので、そ

ちらをお願いいたします。こちらは、あくまでも事務局（案）として作成をさせていただき

ました素案でございます。内容等につきましては、委員の皆様方でご協議をしていただき、

決定等をお願いしたいと思います。 

  初めに、目的ですが、甲斐市の未来を担う子供たちが市議会の模擬体験を通じて、市民生

活と行政との関わりや市が直面する様々な課題について考える機会を作るとともに、子供た

ちの自由な意見、提言を聞き、今後のまちづくりの参考にすることを目的とするということ

を目的とさせていただきました。 

  実施日時は、未定となってございます。 

  開催場所につきましては、議場を予定しております。 

  議員数及び選出はあくまでも案でございます。中学生でやる場合、市内に中学校が何校か
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ありますので、全中学校から選出した場合、また、今後の打合せで代表１校にする場合につ

きましては、内容等が変わりますので、こちらにつきましてはご協議をお願いいたします。 

  ５の質問テーマにつきましても、「10年後の甲斐市」をテーマにということで、雑駁な

７項目を選ばせていただきましたが、こちらにつきましても、今後協議を進めていく中で、

テーマを１つに絞るなり、複数のテーマを求めるなりということは、変更が可能となってご

ざいます。 

  ６の子ども議会開催までの日程、また、２ページ、３ページに当日の日程から始まりまし

て、子ども議会の進め方というようなことが記載してございますが、こちらにつきましては、

あくまでも素案となっておりますので、内容等ご精査いただく中で決定していただければと

思います。 

  今後の日程ですが、こちらの子ども議会を進めていくということになりますと、まずは

16校会のほうで説明をさせていただきまして、その後、学校等の意見をお聞きする中で、

子ども議会を進めていきたいなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございました。 

  ただいま、赤澤議長からの提案、または事務局（案）の提示というものをしていただきま

した。子ども議会につきましては、初めて議する案件でもありますので、中には急にという

ふうにお思いの方もいらっしゃると思いますので、まずは、この子ども議会についての皆さ

んのご意見をいただいて、進めていきたいというふうに思っております。 

  もちろん、子ども議会をやるか、やらないかというところからの話合いでも結構だと思い

ますので、ご意見ありましたらお願いいたします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 基本的には賛成です。やるべきだと思っていましたので。ただ、16

名とあるんですが、今、議員が19名だし、椅子は20以上ありますから、もうちょっといて

もいいのではという感想です。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 進めるべきというご意見もいただきました。 

  そのほか、ご意見ありましたらお願いします。 

  秋山委員。 
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○委員（秋山照雄君） 私も、今議長のお話を聞いて、私も賛同するところであります。ぜひ、

これは開いていただきたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 私も基本的には賛成だと思います。いずれにしても、今こういう案が

出てきたので、最初の６番の日程について、16校会において子ども議会の趣旨説明という、

ここから始まるのかなということですね。いち早くこのことを伝えて、学校側の意向を聞い

て、それに基づいてでないと進められないと思うんですよね。 

  学校がいつでも、今年度中でもいいよということもあるし、今年度は無理だ、ちょっと時

間をくださいということであれば、それに基づいてこっちも進めるということで、まず、私

は趣旨には賛成だし、結構なことだと思うので、そこからまずスタートして、早めにここだ

けやっていただくということを進めてもらいたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 基本的に賛成です。 

  これは、10年前から、私は子供さんに議会を知っていただきたいという意見は言ってお

りましたので、10年かかってしまったことが、非常に時間がかかり過ぎたなということは、

私自身が反省しているところですけれども、これについてですけれども、教育委員会は来年

度のカリキュラムを既に今年度作成しなければいけないということですけれども、なるべく

早いうちにこちらから申出をしたときに、教育委員会側では考えていただけるということを

私もちょっとお話をしたことがありまして、取り組んでいただけるのかなと思っています。 

  その前に、甲州市では、これをするために、今議員さん全員がグループに分かれて、各中

学校とか小学校に議会を知っていただくための出前講座みたいなものを甲州市ではしていま

す。そういうことというのは、非常に私たちもしなければいけないことだな、いいことだな

と思って話を聞きましたけれども、その後に、子ども議会につなげていくという形で、今そ

ういう各市町村で議員さんたちがいろんな活動をしていますので、ぜひいろんなことを参考

に、できることは参考にしていただいて、甲斐市でも早めにしていただきたいなと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  そのほか、ご意見ありますでしょうか。 
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  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 私、今回、若者の地元定着というテーマで一般質問をして、その中に

この少年議会、子ども議会を入れようとしたら、今日こういうふうに扱うからということで、

今回は質問を入れなかったんですけれども、まず、こういう子ども議会を開くに当たり、ど

ういう目的でやるのかというのをもう一度話し合ったほうがいいと思います。中途半端にや

って、それが例えば定番になってしまうと、なかなかそれ以上の進歩がないと。 

  ２月に、私は山形県の先進地のほうに、遊佐町というところで、ちょっとこんな話を聞い

てきまして、何のためにやっているかというのをもう一回確認させてもらいました。電話し

て。そこは、若者をやっぱり地元定着というのを目的としてやっています。それは何でかと

いうと、実際に子供たちが、そこは自分たちで立候補するというんですよ。そういった形で、

自分たちで考えて、自分たちで考えたものを実際にその予算を持たせて、それを実行すると

いう形をして、それが例えばまちづくりなんかに反映されると、それが成功体験になるとい

うんですよね。そういったことで、やっぱり地元の町に対する愛着を持つという部分が大切

だということです。 

  こういう形で、最初はやらなきゃならないのかもしれないんですけれども、ただこれが決

まった形になってしまうと、それ以上進歩がないということで、もう一回そのどういった形

がいいのかというのを最初から話し合ったほうがいいんじゃないかと思います。こういう形

で、疑似議会みたいなものはどこでも結構やっているかと思うんですけれども、ただ、それ

が将来的に、例えば投票率のアップとか、そういったものに本当につながるのかという部分

は、やっぱりもう一回検証したほうがいいかと思います。だから、あまり拙速に形を決めて

やらないほうがいいかと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかはいかがでしょうか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 私は、子ども議会に対して賛成です。賛成なんですけれども、先ほど

加藤委員がおっしゃったように、目的というものを明確にもんでいったほうがいいかと思い

ます。子供たちに議会の模擬体験をしてもらうということが目的なのか、子供たちの意見を

聞いて、それを私たちが、議員が受け止めて、執行側に提案していくのが目的なのか、その

あたりをはっきりさせないと、子供たちのための事業なのか、子供たちから意見を吸い上げ

るための事業なのかが、ちょっと今の段階だと曖昧になってしまいますので、そこははっき
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りしたほうがいいなという私の意見です。 

  もう一つは、子供たちに地元への愛着を持ってもらおうということですと、議会、議会と

の協働でということは全国いろんな事例なんかもありまして、すごく面白いなと私個人的に

感じたのが、鯖江市の市役所にＪＫ課というものがありまして、女子高生が中心になってし

っかりと年間1,000万円だとかの予算もつけて、仕入れ、イベントを開催したりだとか、そ

ういうのをするというものなんですけれども、これは何か国の、市長も表彰も受けているも

のなんですが、ひとつこういったものを始めるとなると、市民の方もそれなりに注目するも

のになるでしょうから、しっかりとした、もうちょっと制度を設計してからスタートさせた

ほうがいいのではないかなと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  そのほか、ご意見いかがでしょうか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 議長の意見には賛成でございます。ただ、まだ先走らないで、16校

会へかけて、できるかどうかの確認をしてからの討議だと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  そのほか、いかがでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 委員長席から意見を言うのは何なんですけれども、ちょっとだけ

私の考えを話させていただきますと、今、加藤委員や若尾委員が言ったような先進事例の中

で、他市町村では予算をつけてというような取組をしているところがあるんですけれども、

この子ども議会というのは二面性がありまして、１つは、先ほど加藤委員や若尾委員が言っ

たような執行側が主導した子ども議会、これは子供の成長とかそういうものも考えながらも

市の政策に特化していくという形で、当然、予算もつけられますので、これは執行部側が主

導した子ども議会というふうに考えています。 

  我々、議会側が主導する子ども議会というのは、俗に言う政治に関心を持ってもらいたい

子供たちを増やすと。投票率につなげていくというのは大体、議会側が主導するとそういう

形になります。当然、予算を持っていませんので。今回は、我々からの主導ということにな

りますので、後者のほうの、ここの目的にもあるような政治に関心を持ってもらう子供たち
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をまず増やすという、そこからのスタートかなというふうに思います。 

  それほど急がなくてもいいんじゃないかというご意見も、もちろんあるんですけれども、

こればっかりは急ぎたくても急げないですし、かといってゆっくりしたくてもゆっくりでき

ないという、どちらかというと学校側の、現場のほうのスケジュールに合わせていくしかも

うないと思いますので、そんなふうに考えていただければなと思います。 

  要するに、今年度、来年の３月までにやろうといってもできるかどうか分からない、もし

かして声をかけたら、ああ、うちの学校やるよというところが手を挙げてくれれば、もしか

したら今年度中にも１回ぐらいはできるかもしれないという、まだちょっと先のことなので

分からないという状況です。 

  事務局（案）には、各校から３名ずつ、５校ありますので16名という形になっています

けれども、もしかしたら５校合わせるのは難しいという結論の中で、ただこの学校だけはこ

うできるよ、うちの学校できるよというようなところがあったら１校だけで進めるとか、そ

んなことももしかしたらあるかもしれないと。 

  こういう形で進められれば、一番いいんですけれども、ほかの市町村の事例を見ると、全

て学校側には手を煩わせずに、議会側だけでやっていく、議会のほうとして子供たちに広く

市民、要するに市内の５中学だけじゃなくて、ほかの私立に行っている子供たちも含めた中

学生向けに広報をして、ＰＲをして、募集をして集めてという、最終的に土日とか学校が休

みの日に議会を開くという、学校を通さずに全て議会の手でやるということも最終的にはで

きますので、まずはここにあるように16校会のほうにも話をしていただいて、今、今回、

改革の委員会だけですので、全員協議会にまだ諮っていませんので、かといって何も具体的

なことが決まっていないので、全員協議会に報告することもないということもありますので、

ここにいらっしゃる皆さんが、会派のほうとかに持ち帰っていただいて、こういう話があっ

たよということを各議員さんに伝えていただきたいというふうに思います。 

  そのほか、ご意見はいかがでしょうか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 今、議会主導云々というお話もいただいたんですけれども、やっぱり、

こういうものは、青少年の育成だと思うので、市議会主導という形でやるのであれば、私は

ちょっと反対です。やっぱり、もっとどういう形でやるべきか話し合って、意見を出し合っ

たほうがいいと思います。 

  やっぱり、これをやる場合には、議会があまり口を出さないほうが子供たちの自制という
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か、そういったものを育んだほうが、やはりまちづくりとかそういった部分に関して、実際

はその子供たちから出てきた意見や要望を、議会とその要望、何て言うか、政策交換会みた

いなことをやっぱりやるべきだと思うんですけれども、そうでなく、例えば議会から主導し

ていろんなこう指図をしたり、そういうこう何ですか、やる場を設定した中で子供たちを乗

っけてやるだけでは、そんなに効果がないかなと、そういうふうに思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） ご意見いただきました。 

  先ほどの私の発言がちょっと誤解を招いたんだったら訂正をさせていただきますけれども、

予算をつけられるかどうかの違いが大きいということを先ほど私は言ったので、内容的なも

ので子供たちの意見を聞くとか聞かないとか、そういう話ではないので、ちょっと誤解をし

ないようにしていただければと思います。 

  そうしましたら、今、決まったところは、もう具体的には進めることができませんので、

ここまでの話の中で、取りあえずまた進めていく、話し合っていくということで、ご了解を

いただきたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  それでは、そのようにさせていただきます。 

  次に、（２）の議会基本条例を議題といたします。 

  この件につきましては、本日、お手元に資料配付しておりますけれども、前回同様の資料

となっております。条文等につきましては、他市との比較をした対照表となっております。

一度、内容等についてはご覧をいただいているところでございますけれども、今後、毎月１

回程度、委員会のほうを開きまして、今後条文ごとに内容のほうを精査していきたいという

ふうに思っておりますので、また内容を、以前にも言いましたけれども、しっかり読み込ん

でいただいて、ここにあるだけではなく、本当に５万という数の基本条例が世の中にはあり

ますので、先進事例等もまたそれぞれが勉強していただく中で、次の委員会に備えていただ

きたいというふうに思います。 

  私からは以上ですけれども、この件につきまして、ご意見等ありましたらお願いいたしま

す。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 
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  それでは、そのようにさせていただきたいと思います。 

  次に、（３）市民との対話集会についてを議題といたします。 

  初めに、議長よりお願いいたします。 

  赤澤議長。 

○議長（赤澤 厚君） ３番目の市民との対話集会ということで、私のほうから皆さん方にお

諮りしたいと思います。 

  これ約８年ぐらい前ですか、何回か、地域を回ったり、北部公民館なり、また曲輪田とか

いろんな形の中でこの対話集会をしてきたんですけれども、正直言って、ほとんど来る人が

一定の人、また、地域へ回れば地域の要望、陳情ということの中で、本当に我々、議会とし

ての対話集会としては、あまりの実のある会議じゃなかったかなと、ないような気がしてお

ります。 

  この辺もちょっと、今回は、私の考えとしては、今回は中止という中で、もっとまた違っ

た形の中であれば、また違った形の中でやっていくということで、従来の対話集会は、私は

もう今回は中止したらどうかなということで提案をさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 議長から提案がありましたけれども、その件につきましてご意見

ありましたらお願いいたします。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 確かに、おっしゃったように、単発でやるとどうしても、そのときの

例えばいろんな問題が、議題と関係ないような話だったりとかするので、やっぱり定期的に

そういったものを話し合っていただくグループ的なもの、要するに議会サポーター的なもの

を設定してやるのはどうでしょう。ある決まった選ばれた人、市民代表の方を選んで、そう

いった方たちと意見交換すると、そういった形のものであれば、もうちょっと実のある話が

できるような気がするんですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 赤澤議長。 

○議長（赤澤 厚君） 加藤委員の言われたことも十分、把握できるんですけれども、うちの

甲斐は常任委員会で各種団体との意見交換会も行っております。３常任委員会の中で年に１

回、その常任委員会の中で、団体、そのような組織の中と話合いの場を設けていただいて、

委員長を中心に、そういったものも行っていることもあるので、その辺もある程度の把握は

できているのかなと思っていますけれども。 
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○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 確かにそういう各種団体の話合いというのは委員会でやっているんで

すけれども、例えば建設常任委員会は今年、去年でしたか、実はやらなかったんですね。何

でかというと、やっぱり、もう１回やっているよと、結局またやっても同じような話しか出

てこないというふうなことで、やっぱり限られた団体の中でだけでやっていると、結局そう

いう形になってしまうかなと。であれば、やっぱり一般市民から応募して、やっぱりそうい

う責任持ってそういう話合いができる方になってもらって、そういう方と話合いをするとか、

そういったことも考えたほうがいいんじゃないかと思いますけれども。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 先ほども議長からお話があって、何回かやはり市民の対話集会をしま

した。そのときに、地域で、こちらから出向いて行って、最初のやり方でしたらほとんど女

性の参加がなかった、そして地域の役員さんしか来なかったみたいなことも続きました。 

  確かに要望を聞く、そんな話でしたけれども、ワークショップ形式に変えたときがありま

した。そのときに、女性たちが結構来てくださったときの、その女性たちの意見は、今回初

めて意見を言えた、そして意見が、発言しやすかった。今までは、やはり男性がずらっと座

っていて、なかなか地域の女性が行っても手を挙げて発言をするということが勇気が必要で

あるし、難しかったけれども、ワークショップ形式にしてくださったから、結構意見が言え

てよかったという市民の声も聞いておりますので、やはり改革していくことで、また方法を

変えることで、市民の声というのは聞くことが私たち議会としてもできるのかなということ

は感じております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この対話集会、過去何回かやってきたんだけれども、結局、参加者と

いうと、限定された、例えば地域で地域ごとに開催した場合、その地区の役員さんとか、そ

ういう方々に特化されている部分も結構あったので、この件に関しては毎月、委員長の話だ

と、特別委員会を開催するので、今後この市民との対話集会というそのテーマは別としても

どんな形で市民に議会として知ってもらうかということを、もう少し議して、そして方向性

を決めてもいいような気がするんですね。ここで一概にその市民との関わる部分を一括に切

っちゃうよりも、この改革委員会の委員としては、そういうことに関して一応議論をして、
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どういう方向がいいかということをやっぱりやっていったほうがいいかなと。 

  そして、結果として、じゃ、こういう形でやりましょうとか、必要ないんじゃないですか

という結論的な形にしたほうが、いわゆる今は議会の見える化とか、何をしているか分から

ないとかという、そういう意見が結構多いじゃないですか。そういうことの、市民の見方を

やっぱり解消するために我々議会としてどういう形で動いていったらいいかということにな

ろうかと思うんですよね。だから、その辺のことについては、今後、検討をしていく１つの

テーマかなとは思っています。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、いかがでしょうか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 私も内藤委員の意見に賛成でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 私も内藤委員の意見に賛成です。 

  すごく個人的な事情ではあるんですけれども、私、甲斐市に転入してきて４年と議員にな

ってからも、市民の立場でもこういった対話集会という存在を市民のときには知らなかった

です。なので、過去どういったものが行われていたのかというのを知識として持ち合わせて

いませんので、ちょっと持ち帰って、過去の事例ですとか他市の先進事例なんかも勉強させ

ていただきまして、改めてまた議論できればなと思います。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） 私も今までのああいう市民との対話集会だったら本当に意味がないと

いうか、決まった人で、あまり中身のある市民対話集会ではなかったような気がします。で

すから、もうちょっと、先ほど内藤委員が言ったように、もうちょっとみんなで議して、も

うちょっと違ういい方向を探しながらどうするか検討したらどうかと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員、マイクお願いします。 

○委員（松井 豊君） 内藤委員のような方向でいいと思います。今まで、結構大きい市とか

訪問したりしたけれども、対話集会というのは、やっぱりがっと集まらないんですよね。そ

んなことも含めて、ちょっと一番効率というか、いいものを考えたほうがいいような気がし
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ます。 

○委員長（長谷部 集君） 皆さんのご意見だと、中止にしたほうがいいかどうかというご意

見はあまりなかったんですけれども、内容をもう一回ちゃんと練り直そうということになる

んですかね。 

  何年前だったか、当時、私がこの改革の委員会の副委員長をしているときに初めて対話集

会をしたんですけれども、そのときにはもっと議会のことを知ってもらおうということが一

番の目的で、冒頭の30分とか１時間をかけて、議会の仕組みだとか、二元代表制のことと

か、そういうことを中心にいっぱいこう、本当に講義形式のような形でやっていたんですね。 

  ただ、毎回出席する人が同じになっちゃって、基本的に同じことを毎回やるんだったらと

いうことで、その部分がどんどん短くなってきて、それであれば、それぞれの地元の自治会

に行ってやろうかと言ったけれども、今言うように少ないときには10人も集まらなかった

りとか、来ても役員さんだけとか、じゃ、市内全体でやろうと言ったら大きい話になったけ

れども、出るのは要望事項がやたらいっぱい出てくるけれども、要望を議会で受けたって執

行権がない我々はそれをただ執行側に伝えるだけの役目になっちゃってというようなのがあ

って、多分、今皆さんが言っているような感覚だと思います。 

  まだ経験のない方もいるので、ちょっとだけ経緯を話させていただきましたけれども、そ

んなような状況ですので、ただ、やったほうがいいというような思いは皆さんの中にあるよ

うに、私、受け止めましたので、内藤委員が言うように今後また月に１回は基本条例で集ま

りますので、その際にこういう団体とやるとか、あるいは今年度は議長が言うように中止に

するけれども、来年度に向けてしっかりともう一回考え、計画を練り直そうという、そんな

スタンスでいきたいなと思いますので、また来月以降ご意見ありましたら、その他の中にで

も手を挙げていただければと思います。よろしくお願いします。 

  よろしいですか、そんな形で。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） はい、ありがとうございます。 

  それでは、以上で３番の対話集会についてを終わります。 

  次に、（４）その他を行います。 

  委員よりその他何かありましたらお願いします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 事務局にお願いなんですが、議会だよりのつづりを作ってほしいんで
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すよ。僕らも自分で取ってはあるけれども、ときどき、ちゃんと管理もしていなくて分から

なかったり、あそこに結構余り物が積んであるんだけれども、結構号がないものもあったり

とか、10年も20年もとは言いませんから、議員の任期が４年ですから、四、五年はつづっ

ておいてもらえればなというのが１つ。 

  それから、同様に市の広報も、やっぱり同じくらいつづっておいてもらえれば、これはお

金かかりません。バインダーかつづりひもがあればいいので…… 

○委員長（長谷部 集君） つづるというのは、議会図書室に備え置いてほしいということで

すか。 

〔「そうそう」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 委員会は全部会議録が残っているから、会議録がつづってあると

思いますけれども。 

  広報に関しましては、今、インターネットで全部見られますので、議会だよりとデジタル

化を進めておりますので、それについてはそのように対応をお願いしたいと思います。タブ

レット全部支給していますので、全部見られますので。 

  会議録については…… 

〔「委員長」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） どうぞ。 

○委員（内藤久歳君） 今、松井委員が言っているのは、要するに…… 

○委員長（長谷部 集君） マイクをお願いします。 

○委員（内藤久歳君） 休憩ですか。 

○委員長（長谷部 集君） 休憩じゃないです。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今、松井委員の発言は、多分、集約されたものを本当はあるときに見

て、さっと見たいという、過去のものを見たいという、そういう趣旨だと思うんだよね。方

法としては、今、長谷部委員長が言ったようにネットで見れば見られますよということなん

だけれども、彼の要望としてはそういうものを１年か２年分プールしておいてほしいという、

そういうことだよね。 

〔「そうです」と呼ぶ者あり〕 

○委員（内藤久歳君） そういうことだから、できることであれば、そんな難しい問題じゃな

いので、やってもらうし、基本的には、毎月我々も貰っているから、自分で管理すべきだと
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思うけれども、もしできるならば、そういうこともやっていただければありがたいな、個人

的な意見だけれどもね。基本的には、松井委員、自分で管理するべきだよ。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 何かご意見ありますか。 

  先に松井委員。 

○委員（松井 豊君） できるだけ、つづってはあるんですが、うっかりしているところもあ

りますから、図書館に少し取っておいてもらえればということで。 

○委員長（長谷部 集君） 山岡局長。 

○議会事務局長（山岡広司君） 意見、ありがとうございます。 

  一応、議会だよりにつきましては、議員さんに配っているのが基本でございます。ただ、

うちのほうにもつづっておけるような状況を取れるようであれば、つづって図書館のほうに

設置もしていく方向で検討していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） あと２点。 

  県の市町村課で出しています決算カード、令和３年度の決算のカードが多分５月頃出てい

ると思います。27市町村全部は要りません。同じ市が比較になるので…… 

○委員長（長谷部 集君） 改革に関係のあることで発言をお願いしたいんですけれども。 

○委員（松井 豊君） いやいや、改革というか…… 

〔「議会改革のその他だよ、これは、何の関係が……」と呼ぶ者あり〕 

○委員（松井 豊君） 関係ないじゃないですよ、議員活動を活発にするために、他市の情報

も得たいので、決算カードは紙代だけで済みますから、ぜひ毎年出しておいたのをちょっと

確保してもらいたいと。 

○委員長（長谷部 集君） 言っていること分かりますか。 

  森田係長。 

○書記（森田 公君） すみません。私たちが勉強不足ですみません。決算カードというのを

過去に買っているのか、用意しているのかというのがちょっと分からないので、財政課のほ

うとも話をしながら、また回答させていただきたいと思います。 

○委員（松井 豊君） それからもう一つ。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 各議員さんのところもみんな行っていると思いますが、本のお勧めで
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全国自治体政策要覧5,000円くらいらしいですが、4,950円か、これはちょっと参考になる

ので、議会図書室に備えてもらえたらと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 森田係長。 

○書記（森田 公君） 大変、申し訳ございません。そういうものについて、皆様に配付して

いるものは、できるだけ議員の政務活動費のほうで購入していただきまして、対応をしてい

ただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） それでは、図書館が何のためにあるのか分からないじゃないですか。

前にも見たけれども、何とか白書なんていうのが10年も20年も前のがあったりとか、物置

同然になっちゃっているんですよね。最新情報というのはちゃんと図書で備えておくという

のは図書館の機能ですから、そんな何十万円もかかるわけじゃないんだから、そのくらいは

やってもらいたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 議会の図書室の性質、図書室の性質上は、会議録等の議会資料を

備えおいておくというのが主の目的ですので、今、松井委員が言ったのはちょっと違うかな

というのが私の意見と、あと資料に関しては事務局が言うように政務活動費でほかの会派も

皆さん購入をしていますので、自分が欲しい本だけを、自分の活動費で購入すると、そこが

基本だと思いますので、ご理解をいただければと思います。 

  何かご意見ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、その他ございますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、事務局、その他何かありますか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、その他を終了します。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして、議会改革特別委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 
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閉会 午後 零時３６分 

 


